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あらまし：PC 教室での統計学の授業において，携帯端末を教材閲覧のためのセカンドモニタとして使用す

る試みを行った。2009 年度の実践では、PC のみを使用する方法に比べ、セカンドモニタとして iPhone を
使用する方法はおよそ 40%の学生に支持された。マルチメディア教材のデザイン原理にしたがって教材を改

良すると、支持率はおよそ 70%に増加した（2010 年度）。本研究では、2010 年度の実践の追試を行うととも

に、iPhone 使用経験と教材閲覧方法の好みとの関連を検討した。セカンドモニタの使用はおよそ 80%の学生

に支持された。教材閲覧方法の好みについて、iPhone 使用経験との明確な関連は見いだされなかった。 
キーワード：携帯端末 マルチメディア学習 デザイン原理 Spatial contiguity principle 統計学教育 
 
1 はじめに 
筆者が担当する統計学の入門講義では、Microsoft 

Excel を用いたデータ分析やシミュレーションの実習

を取り入れている。１人の学生が使用できる PC モニ

タは１台だけなので、実習手順を示した文書（PDF）
をPCモニタに提示すると、Excelとのアプリケーショ

ンの切り替えが煩わしい。そこで、PDF文書を携帯端

末（iPhone）で読むことにより、PCモニタをExcelの
ためだけに使う方法を考えた。 

2009 年度と 2010 年度の授業で、このようなセカン

ドモニタとしての iPhone の使用がどれほど支持され

るかを検討した [1] [2]。学生は、Excel を操作してい

る PC 画面で PDF 文書も読むシングルモニタ条件と、

iPhone を教材閲覧に利用するデュアルモニタ条件の

両方を経験したあと、どちらの方法が好ましいかを回

答した。2009年度の授業では、デュアルモニタ条件は

およそ 40%の学生に支持された。2010 年度の授業で，

マルチメディア教材のデザイン原理のひとつである

spatial contiguity principle [3] にしたがって教材を改良

すると、支持率はおよそ70%に増加した。 
本研究では、2010年度の実践の追試を行うとともに、

iPhone使用経験と教材閲覧方法の支持との関連を検討

する。2010年度の実践でデュアルモニタ条件の支持率

が上昇したのは、教材改善の効果ではなく、2010年度

の学生は 2009 年度の学生よりも iPhone の操作に慣れ

ていたからかもしれない。この可能性について検討す

るため、教材閲覧方法の支持に関する質問に加えて、

iPhoneの使用経験についての質問を行った。 
 

2 方法 
2.1 参加者 
参加者は、青山学院大学社会情報学部での１年次必

修科目「統計入門」の 2011 年度受講登録者 68 名のう

ち、第２回の講義（10月4日）に出席しており、学部

で配布された iPhoneを所持していた55名であった。 
2.2 材料・装置 

Microsoft Excel 2007 を用いて度数分布表を作成す

る方法を解説したPDF文書を用意した。この文書を学

生の PC に配布するとともに、株式会社ネットマンが

開発した C-Learning システム（http://c-learning.jp/）で

閲覧可能な状態にした。 
2.3 手続き 
 学生は、用意されたPDF文書を見て、度数分布表を

２回作成した。１回はPDF文書をPCの画面で読み（シ

ングルモニタ条件）、もう１回は iPhone で読んだ（デ

ュアルモニタ条件）。条件の順序はカウンターバランス

をとった。 
 度数分布表を２回作成した後で、学生は教材閲覧の
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好みに関する質問項目と、iPhoneの使用経験に関する

項目に回答した（表１）。質問は C-Learning システム

に用意された。学生は iPhone あるいは PC から

C-Learningにアクセスして質問に回答した。 
 

表１ 質問項目 

ラベル 項目 

PDF 閲

覧 
パソコンで PDF を見ながら度数分布表

を作成するのと、iPhone でPDF を見なが

ら度数分布表を作成するのは、どちらが 
PDF の閲覧がしやすかったですか？ 

Excel
操作 

パソコンで PDF を見ながら度数分布表

を作成するのと、iPhone でPDF を見なが

ら度数分布表を作成するのは、どちらがエ

クセルの操作がしやすかったですか？ 

次回選

択 
PDF を見ながらエクセルを操作するとい

う別の課題をするとき、PDF を見るのに

パソコンを使っても iPhone を使っても

よいとしたら、どちらを使いますか？ 

使用頻

度 
あなたはふだん iPhone をどの程度使っ

ていますか？ 最も近い使用頻度を次か

ら選んでください。 
 １．ほぼ毎日使っている 
 ２．１週間のうち２，３日は使っている

日がある 
 ３．たまに使っている（使う日が１週間

に１日あるかどうかという程度） 
 ４．ほとんど，あるいは，まったく使っ

ていない 

無線接

続 
青山学院大学の無線 LAN に iPhone を接

続したことがありますか？ （今日の授業

での接続はカウントしません） 
 １．よく接続している（１週間に２，３

日以上） 
 ２．たまに接続している（接続する日が

１週間に１日あるかどうかという程

度） 
 ３．接続したことはあるが，ほんの数回

だけ（１回だけを含む） 
 ４．接続したことはない 

 

図１ 学内無線LANへの接続経験と支持された条件 

 
3 結果と考察 
 セカンドモニタとしての iPhone の使用は、およそ

80%の学生に支持された。PDF 文書の閲覧では 76%、

Excelの操作では82%の学生が iPhoneを支持した。PDF
での説明を読みながら Excel を操作する次の機会があ

れば、82%の学生は、iPhone で PDF を読むと答えた。

2010年度の実践では、およそ70%の学生がデュアルモ

ニタ条件を支持した。この結果は再現されたと言える。 
 iPhoneの操作への慣れが教材閲覧方法の支持に影響

しているかどうかを検討するために、学内無線 LAN
への接続経験と、教材閲覧での支持条件とのクロス集

計を行った（図１）。学内無線LANへの接続経験によ

らず、デュアルモニタ条件が支持されていた。iPhone
での教材閲覧を支持しているのは、iPhoneを使い慣れ

た学生に限定されないと言える。（iPhone の使用頻度

は分布の歪みが大きかったので、分析から外した。） 
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